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（論文内容 の要 旨）

近年， コーパスを利用 した日本語研究が増 えつつある． しか しなが ら日本語研究

の大 きな位置 を占めるのは日本語 の歴史的研究であ り，そこで扱 うような 日本語の

歴史的資料 （古い時代 の文献資料）はコーパス としての整 備が現代語 ほど進んでい

ない．歴史 コーパスの整備 が進 まない原因の一つ として，コーパス整備時の表記整

理 にかかるコス トが高いことが挙げられる．表記整理作業は専門家 にしか行えず，作

業人員 を大量に確保することが難 しい．またその反面，作業対象が膨大であるため，

作業完 了まで には大変 な時間 を要す る．

そ こで本研究で は，歴史的資料の表記整理作業 を自動化することを最終的な目的

とする． これに より，誰でも簡単に低 コス トかつ大規模 な表記整理作業 が可能 にな

る．本論文では， まず第1段 階 として，統計的機械学習を用い，濁点付与作業の 自

動化 に取 り組んだ．その後，濁点付与の 自動化で得 られた知見 を基 に，その他の表

記整理項 目も合わせ た自動化に取 り組んだ．

本論文 にお ける貢献 は以下の通 りである．

1．表記整理の作業項 目の一つである濁点付与 の自動化に取 り組み，識別学習を用

いて近代文語論説文 に対 しF1値 で96を 超 える実用的精度での 自動濁点付与

手法を開発 した．

2．1で 開発 した手 法 を実 装 した 自動濁 点付 与 ア プ リケー シ ョンを作 成 ・公 開 した．

3．表記整理 と形態素解析 を同時 に処理す る手法 を開発 した．この手法 によ り濁

点付与 に限 らず，すべての表記整理項 目を一斉に自動化で きるようになった．

また 自動濁点付与の性能 向上，その他の表記整理項 目でも94～96％ の適合率

を実現 した．

以上 に よ り，

可 能 にな った．

これまでに多大な時間 と労力 を要 していた表記整理のコス ト削減が



氏 名 岡照晃

（論文審査結果の要 旨）

平成27年1月23日 に開催 した公聴会の結果 を参考に平成27年2月18日 に本博士

論文の審査 を行った．以下の とお り，本博士論文 は，提案者 が独立 した研究者 とし

て，研究活動を続 けてい くための十分な素養 を備 えていることを示すもの と認 める．

岡照晃は，本博士論文において， 日本語 の歴史資料の表記整理 を行 う手法 を提案

し，実装 した解析 システムの性能評価 を行 った．

1．歴史的資料の表記整理 として一番の問題である濁点付与を識別学習に基づいて

行 う方法 を提案 し，実用的な精度 で自動濁点付与が可能であることを示 した．

2． 中古和 文や 近代 日本語 文 に対 して濁 点 自動付与 を行 うア プ リケー シ ョンを開発

し， イ ンターネ ッ ト上 で公 開 した ．

3．歴史的資料 の表記整理 と形態素解析 を同時の行 う手法 を開発 した．これ によ

り，表記整理 に必要 なほとん どの処理 を高い精度で達成す ることがで きた．

日本語歴的資料の表記整理 を自動的に行 う手法を提案 した本研究 は，独創性が高

く，実用的であ り， 自然言語処理 の分野 において高い貢献があると評価す る．

よって，本論文は，博士 （工学）の学位論文 として価値あるもの と認 める．


